
弁
才
天
の
性
格
と
そ
の
変
容

宿
神
の
観
点
か
ら

は
じ
め
に

弁
才
天
は
弁
財
天
と
も
書
か
れ
、
福
神
と
み
な
さ
れ
て
庶
民
の
厚
い
信
仰
を

受
け
、
非
常
に
よ
く
知
ら
れ
た
天
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
は
、
鎌
倉
の
銭
洗
弁

天
の
例
を
も
ち
だ
す
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
弁
才
天
の
学
術
的
研
究
と
な
る

と
、
他
の
庶
民
信
仰
と
比
べ
て
思
い
の
ほ
か
少
な
」
。

こ
の
小
稿
で
は
、
弁
才
天
の
全
容
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ま
ず
最

初
に
経
典
に
見
ら
れ
る
弁
才
天
の
原
初
的
形
態
を
考
察
す
る
。
経
典
に
基
づ
き

図
像
が
作
製
さ
れ
、
信
仰
も
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
考
察
は
欠
か
す

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
に
弁
才
天
が
神
と
ど
の
よ
う
な

習
合
を
み
せ
る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
衆
に
浸
透
し
て
い
く

過
程
を
見
て
い
く
。
さ
ら
に
は
琵
琶
法
師
や
管
絃
を
家
職
と
す
る
家
に
お
い
て
、

弁
才
天
が
守
護
神
と
み
な
さ
れ
て
い
く
と
い
う
観
点
か
ら
、
弁
才
天
が
特
定
の

職
能
民
に
と
っ
て
の
守
護
神
す
な
わ
ち

「宿
神
」
と
意
識
さ
れ
て
い
く
過
程
を

明
ら
か
に
す
る
。

一
、
経
典

に
み
る
弁
才
天

弁
才
天
の
根
源
は
ヒ
ン
ズ
ー
教
に
お
け
る
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ｌ
ｒ
『”∽≦
島

（３
『お
＝
水
、
ｒ
『”∽ご
けＨ＝
水
を
持
つ
も
の
、
優
美
な
も
の
）
で
、
本
来
は

山

田

司

河
の
名
前
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
女
神
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
二
臀
あ
る
い

は
多
腎
で
表
さ
れ
、
前
者
の
場
合
は
左
手
に
本
を
、
右
手
に
数
珠
を
持
ち
、
後

者
の
場
合
に
は
、
そ
の
二
つ
に
加
え
て
縄
、
ヴ
ィ
ー
ナ

（琵
琶
）、
水
瓶
な
ど

を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
叡
智
の
女
神
と
し
て
、
ま
た
学
問
や
音
楽
の
神
と

し
て
、
今
日
で
も
学
生
や
作
家
、
音
楽
家
な
ど
に
と
り
わ
け
崇
め
ら
れ
て
い
る

と
い
つヽ
。

そ
れ
が
漢
訳
経
典
で
は
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。
『金
光
明
最
勝
王
艇
』

巻
第
七

「大
弁
才
天
女
品
第
十
五
」
に
は
、
弁
才
天
は

『金
光
明
最
勝
王
経
』

の
護
法
神
と
し
て
登
場
す
る
。

白
レ
仏
言
、
世
尊
、
若
有
一一芯
笏
態
易
尼
、
部
波
索
伽
、
部
波
斯
伽
一、
受

持
読
誦
書
写
流
二
布
是
妙
経
王
一、
如
レ
説
行
者
、
若
在
二
城
邑
衆
落
暖
野

山
林
僧
尼
住
処
ゝ

我
為
二
是
人
一、
将
二
諸
春
属
一、
作
二
天
伎
楽
一、
来
二

詣
其
所
Ｌ

而
為
二
擁
護
Ｌ

除
二
諸
病
苦
、
流
星
変
怪
、
疫
疾
闘
譲
、
法

所
拘
Ｔ、

こ
の
よ
う
に
弁
才
天
は
諸
谷
属
を
率
い
て
天
の
伎
楽
を
行
な
っ
て

『金
光
明

最
勝
王
経
』
を
擁
護
し
、
諸
病
苦
等
を
除
く
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
こ
で

す
で
に
伎
楽
と
の
関
わ
り
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

若
人
欲
レ
得
二
最
上
智
一、
応
当
・■

心
持
二
此
法
一、
増
二
長
福
智
諸
功
徳
一、

必
定
成
就
勿
レ
生
レ
疑
、
若
求
レ
財
者
得
二多
財
一、
求
二
名
称
一者
獲
二
名
称
一、

求
二
出
離
一者
得
二
解
脱
Ｌ

必
定
成
就
勿
レ
生
レ
疑
、
無
量
無
辺
諸
功
徳
、

随
・■
（内
心
之
所
願
一、
若
能
如
レ
是
依
行
者
、
必
得
二
成
就
一勿
レ
生
レ疑
、

|
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こ
こ
で
は
弁
才
天
の
陀
羅
尼
を
誦
し
た
な
ら
ば
、
所
願
が
成
就
す
る
と
と
も

に
、
財
を
求
め
よ
う
と
し
た
な
ら
ば
多
く
の
財
を
得
ら
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、

弁
才
天
が
後
に
福
徳
の
仏
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
根
拠
が
記
さ
れ
て
い

ＺＯ
。ま
た
、
同
書
に
は
、
「常
以
二
八
腎
一自
荘
厳
、
各
持
二
弓
箭
刀
消
斧
、
長
杵

鉄
輪
井
羅
索
一、
端
正
楽
レ
見
如
二
満
月
こ

と
い
ぅ
ょ
う
に
、
八
腎
で
あ
り
、

持
物
は
弓

・
箭

・
刀

ｏ
消

・
斧

。
長
杵

・
鉄
輪

・
羅
索
と
い
っ
た
武
器
で
、
戦

闘
神
と
し
て
の
機
能
を
し
保
持
し
て
い
る
こ
と
を
記
す
。
こ
れ
は

『別
尊
雑
記
』

や

『白
宝
抄
』
に
図
像
が
見
ら
れ
る
が
、
宇
賀
神
と
習
合
し
た
竹
生
島
の
八
臀

の
弁
才
天
坐
像
や
江
ノ
島
神
社
の
八
臀
の
木
造
弁
才
天
坐
像
に
繋
が
る
一
つ
の

流
れ
で
あ
る
。

弁
才
天
の
居
所
に
つ
い
て
は
、
「或
在
二
山
巌
深
険
処
Ｌ

或
居
二
次
窟
及
河

辺
一、
或
在
二
大
樹
諸
叢
林
Ｌ

天
女
多
依
二
此
中
一住
」
と
い
う
ょ
う
に
、
河
辺

に
居
住
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
日
本
で
は
弁
才
天
は
川
や
池

ゃ
一 湖
丼
Ⅷ

一 ら
い
』

『
場
競
い
膨
い
に
け
は
麟
け
」
稿
卸
ば
麟
藤
〉

「入
漫
茶
羅
具

縁
品
」
で
は
、
曼
茶
羅
に
お
け
る
諸
天
の
配
置
に
つ
い
て
記
し
た
部
分
で
、
「西

方
近
レ
門
置
二
地
神
衆
Ｌ

次
北
置
二
薩
曜
薩
伐
底
Ｌ

訳
云
二
妙
音
楽
天
Ｌ

或

日
二
弁
才
天
一、
次
北
井
置
・■
（妃
こ

と
い
う
よ
う
に
、
サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
ー

の
こ
と
を
妙
音
楽
天
と
も
弁
才
天
と
も
い
う
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
を
う
け
て

『胎
蔵
旧
図
様
』
や

『現
図
曼
荼
羅
』
で
は
、
胎
蔵
界
曼
茶
羅
外
金
剛
部
西
方

に
琵
琶
を
弾
く
二
腎
像
と
し
て
描
か
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
違
う
経
典
に
基
づ
い
て
、
八
腎
の
戦
闘
神
的
な
弁
才
天
と
二
腎

の
琵
琶
を
持
つ
弁
才
天
と
が
形
作
ら
れ
、
互
い
に
影
響
関
係
を
持
ち
な
が
ら
変

容
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

奈
良

・
平
安
時
代
に
も
、
東
大
寺
法
華
堂
塑
像
弁
才
天
立
像
や
大
阪
孝
恩
寺

の
木
造
弁
才
天
立
像
な
ど
の
作
例
が
残
る
が
、
大
き
な
変
化
を
と
げ
て
い
く
の

は
鎌
倉
時
代
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
宇
賀
神
と
の
習
合
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て

い
ど
ゝ

二
、
弁
才
天
の
中
世
的
変
容

『塵
添
鑑
嚢
抄
』
巻
第
四

「宇
賀
神
事
」
に
は
、
宇
賀
神
は
、
伊
弊
冊
尊
か

ら
生
ま
れ
た
稲
作
を
は
じ
め
五
穀
や
樹
木
の
成
育
を
司
る
保
食
神

（
ウ
ヶ
モ
チ

ノ
カ
ミ
）
と
音
通
で
あ
る
た
め
、
福
神
と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
丹

後
国
竹
野
郡
船
木
里
奈
具
村
の
奈
具
社
に
宇
賀
能
売
命
が
祭
ら
れ
て
お
り
、
そ

こ
に
伝
わ
る
伝
承
が
記
さ
れ
て
い
る
。
要
約
し
て
記
す
と
、
丹
波
郡
比
治
山
の

頂
に
麻
奈
井
と
い
う
井
戸
が
あ
り
、
そ
こ
は
も
と
沼
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
天
女

が
八
人
下
っ
て
水
浴
び
を
し
て
い
た
と
き
に
老
夫
婦
が

一
人
の
衣
を
隠
し
、
天

に
帰
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
天
女
は
二
人
の
家
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ

た
。
天
女
は
十
余
年
の
間
酒
を
作
っ
た
が
、
そ
の
酒
を

一
杯
飲
む
と
万
病
が
皆

癒
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
人
々
は
そ
の
酒
を
も
ら
お
う
と
財
物
を
山
の
よ
う
に

持
っ
て
き
た
た
め
、
家
は
裕
福
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
翁
は
、
天
女
に
対
し
て

実
の
子
で
は
な
い
の
だ
か
ら
出
て
い
け
と
言
っ
て
、
天
女
は
追
い
出
さ
れ
、
奈

具
村
ま
で
た
ど
り
着
い
た
。
そ
し
て
後
に
宇
賀
女
神
と
し
て
祭
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
、

宇
加
ノ
神
福
神
．手
翁
力
家
モ
程
ナ
ク
タ
ノ
シ
ク
成
ニ
ケ
ル
ナ
ル
ヘ
シ
、
保

食
ノ
神
卜
此
ノ
神
卜

一
二
カ
ョ
ヒ
玉
ヘ
ル
ニ
モ
ヤ
ア
ラ
ン
、
地
ヲ
今
ノ
世

二
宇
加
卜
云
フ
ハ
、
宇
加
神
ノ
地
ハ
形
二
変
シ
テ
、
人
二
見
工
玉
フ
心
力
、

実
ノ
地
ハ
ナ
ニ
ハ
カ
リ
ノ
福
分
力
有
ン
、

と
あ
る
よ
う
に
、
宇
賀
神
が
地
に
変
じ
て
福
神
と
な
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
の
伝
承
自
体
は
、
『丹
後
国
風
土
記
』
を
も
と
に
つ
く
ら
れ
た
こ
と
が
明

ら
か
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
登
場
す
る
宇
賀
能
売
命
が
老
夫
婦
を
富
貴
に
さ
せ
た

こ
と
か
ら
福
徳
神
と
み
な
さ
れ
、
さ
ら
に
は
地
に
変
体
す
る
と
い
う
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。

鵠
鮮
馨
肇
脚̈＝
弱
験
九童錘
肝
に一羹
裳
姿

宇
賀
神
と
て
頭
は
老
人
の
顔
に
し
体
に
蛇
体
に
作
り
蛙
を
お
さ
へ
た
る
さ
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ま
し
て
、
神
社
に
安
置
し
祭
る
時
に
は

一
器
に
水
を
盛
、
彼
像
を
入
、
天

の
真
名
井
の
水
な
ん
い
ふ
文
を
唱

へ
て
其
像
を
浴
す
、
像
或
は
金
銅
ま
た

は
磁
器
也
、

熱
田
正
殿
の
内
に
御
冠
笛
の
中
に
彼
像
有
し
、
貞
享
御
修
理
の
時
取
出

せ
し
、
こ
れ
は
は
り
ぬ
き
の
い
と
た
く
み
な
る
作
な
り
し
、

按
に
宇
加
耶
は
梵
語
に
し
て
白
蛇
と
訳
す
、
さ
れ
は
も
と
密
家
の
修
法
に

し
て
神
人
伝

へ
て
此
法
を
修
せ
し
と
見
ゆ
、
さ
れ
と
も
其
像
密
宗
に
製
す

る
所
は
彼
人
首
蛇
身
の
像
に
は
侍
ら
す
、
亦
俵
の
上
に
蛇
を
作
り
こ
れ
を

も
宇
賀
神
と
い
ふ
、

山
城
国
稲
荷
の
社
に
此
形
あ
り
、
熱
田
の
宝
蔵
に
も
磁
器
の
此
像
侍
る
、

い
と
ふ
る
き
物
也
、

此
等
中
世
我
国
の
人
作
為
せ
し
事
と
見
え
侍
る
、
亦
蛇
首
人
身
の
像
も
有

て
修
験
者
な
と
ま
つ
る
、

こ
こ
で
も
宇
賀
神
と
丹
後
の
真
名
井
と
の
関
係
が
見
ら
れ
る
が
、
宇
賀
耶
が

梵
語
で
あ

っ
て
白
蛇
を
意
味
す
る
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
稲
荷
神
と
の

習
合
も
見
ら
れ
る
。
『中
右
記
』
嘉
承
元
年

（
一
一
〇
六
）
十
二
月
七
日
条
に
は
、

「
早
旦
、
検
非
違
使
資
清
、
為
二
別
当
使
一入
来
云
、
近
隣
可
レ
有
二
追
捕
一之
事
、

可
二
用
意
一者
、
乍
レ
驚
閑
二
東
門
一相
待
之
処
、
富
小
路
東
小
屋
也
、
是
年
来

ｋ

ｙ

一一廟
鰤
乾

饒

繁
¨
灘

轟

韮

恣

鳥

う
よ
う
に
、
好
色
の
老
女
が
蛇
と
狐
を
祭
り
、
人
の
財
貨
を
掠
め
取

っ
て
富
貴

に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
宇
賀
神
と
稲
荷
神
と
の
関
わ
り
の
原
型

と
な
る
蛇
と
狐
と
の
関
わ
り
は
以
外
と
は
や
い
時
期
か
ら
起
こ
っ
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
ま
た
、　
一
般
に
蛇
が
神
社
の
社
頭
に
現
れ
る
と
、
怪
異
と
み
な

さ
れ
て
奉
幣
が
行
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
の
考
察
に
関
し
て
は
他
日
に
譲

り
た
い
。

編靭瞬硼
『第批蠅卸劉凱制無『れ」理Ⅷけ断赫剌群経（」はは、）ころ

客
間
、
世
号
二
弁
才
天
経
一者
凡
有
一一五
本
一、　
一
題
云
、
仏
説
最
勝
護
国

宇
加
耶
頓
得
如
意
宝
珠
陀
羅
尼
経
鉾
、
二
題
云
、
仏
説
即
身
貧
転
福
徳

円
満
宇
賀
神
将
菩
薩
白
蛇
示
現
三
日
成
就
経
難
、
三
題
云
、
仏
説
宇
賀

神
王
福
徳
円
満
陀
羅
尼
経
鶴
跡
、
四
題
云
、
仏
説
大
宇
賀
神
功
徳
弁
才
天
経
、

五
題
云
、
仏
説
大
弁
才
天
女
秘
密
陀
羅
尼
経
細
嘔
総
号
、
此
五
本
経
古
来
有
レ

疑
、
亦
為
二杜
撰
一耶
、

答
、
何
及
二猶
豫
一、
本
邦
中
古
杜
撰
者
所
造
、
何
以
言
レ之
、
（後
略
）

と
い
う
よ
う
に
、
弁
才
天
の
こ
と
を
記
し
た
五
本
の
経
典
は
日
本
で
つ
く
ら
れ

た
偽
経
で
あ
る
と
シ
な
ｔ
て
い
る
。
そ
の
一
つ

『仏
説
最
勝
護
国
宇
賀
耶
頓
得

如
意
宝
珠
陀
羅
尼
経
』
に
つ
い
て
、
や
や
長
く
な
る
が
引
用
し
て
お
く
。

今
此
会
中
有
一■
神
王
Ｌ

名
日
二
宇
賀
神
将
ヽ

従
一ｈ
〔量
劫
一以
来
、
修
二

習
大
慈
大
悲
Ｌ

為
■

切
衆
生
ゝ

作
二
大
良
福
田
一、
汝
等
速
可
レ修
二
習

此
神
王
法
ヽ

菩
薩
六
度
最
初
、　
一
切
衆
生
命
根
、
必
当
レ
得
レ成
二
就

一

切
真
言
、
及
経
論
等
義
理
一、
説
二
此
言
一已
、
宇
賀
神
王
従
二座
中
一顕
現
、

其
形
如
二
天
女
Ｌ

頂
上
有
二
宝
冠
Ｌ

冠
中
有
二
白
蛇
ヽ

其
蛇
面
如
二
老

人
一眉
日
、
此
則
毎
二
諸
仏
出
世
一奉
レ
逢
、
利
二
益
衆
生
一、
年
久
瑞
相
、

復
此
神
王
、
身
如
二
白
蛇
一、
如
二
白
玉
一、
有
一一八
臀
ゝ

左
第

一
鉾
、
第

二
輪
宝
、
第
三
宝
弓
、
第
四
宝
珠
、
右
第

一
剣
、
第
二
棒
、
第
三
鈴
、
第

四
箭
、
頂
有
二
如
意
宝
珠
円
光
ゝ

復
有
二
十
五
王
子
Ｌ

其
形
童
子
、
或

時
面
面
持
■
一摩
耶
Ｌ

或
同
執
二
如
意
珠
ヽ

回
二
続
神
王
左
右
一、
爾
時

宇
賀
神
王
、
為
二
人
天
一故
説
二
最
勝
護
国
宇
賀
耶
頓
得
如
意
宝
珠
王
根
本

大
陀
羅
尼
一、
日
、

（中
略
）

宇
賀
神
王
説
二
此
呪
一已
、
而
作
二
此
言
ヽ
若
有
レ人
毎
日
誦
■

百
八
反
ゝ

成
二
就
如
意
宝
珠
王
之
法
ゝ

雨
レ
宝
高
一
梵
天
宮
Ｌ

唯
非
レ
得
二
福
田
ヽ

降
二
伏

一
切
之
魔
ヽ

一
一世
之
所
願
円
満
、
復

一
切
怨
敵
退
散
、　
一
切
諸

人
愛
敬
、
復
因
二
此
呪
力
一故
、
檀
度
等
、
六
波
羅
蜜
得
二
満
足
ゝ

必
疾

可
レ得
二
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
ゝ

何
況
満
三
百
万
遍
一功
徳
乎
、

こ
こ
で
は
持
物
に
鈴
が
加
わ
っ
て
い
る
が
、
鎌
倉
時
代
に
弁
才
天
が
福
徳
神

と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
財
宝
を
手
に
入
れ
る
た
め
の
鍵
が
持
物
と
な

る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
宇
賀
神
の
陀
羅
尼
を
唱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
福
田
＝
功

徳
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
ば
か
り
で
な
く
、　
一
切
の
魔
を
降
伏
し
て
二
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世
に
わ
た
る
所
願
円
満
が
保
証
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
偽
経
は
、
根
立
研
介
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
金
沢
文
庫
の
『仏

説
宇
賀
神
将
十
五
王
子
獲
得
如
意
宝
珠
経
』
が
弘
長
元
年

（
一
二
六

一
）
の
奥

書
を
持
つ
こ
と
や
、
文
保
二
年

（
一
三

一
八
）
六
月
の
自
序
の
あ
る
天
台
僧
光

宗
の

『渓
嵐
拾
葉
集
』
巻
三
十
六

「弁
財
天
法
秘
決
」
に
、
「円
満
陀
羅
尼
経

一
巻
、
神
将
陀
羅
尼
経

一
巻
、
宇
賀
長
者
経

一
巻
、
十
五
王
子
経

一
巻
」
と
書

か
れ
て
い
る
の
で
、
鎌
倉
中
期
こ
ろ
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

Ｚ匈
。ま
た
、
『看
聞
日
記
』
応
永
二
十
三
年

（
一
四

一
六
）
七
月
二
十
六
日
条
に
は
、

興
味
深
い
記
事
が
書
か
れ
て
い
る
。

又
或
説
、
京
下
方
二
住
男
、
宇
治
今
伊
勢
へ
参
詣
シ
ケ
ル
ニ
、
社
頭
辺
白

蠅
ア
リ
、
此
男
扇
ヲ
開
テ
、
若
宇
伽
ナ
ラ
ハ
此
扇
へ
来
ル
ヘ
シ
ト
云
ケ
ル

ニ
、
此
地
扇
ノ
上
ヘ
ハ
イ
ノ
ホ
リ
ケ
レ
ハ
、
悦
テ
裏
以
テ
下
向
シ
ケ
リ
、

サ
テ
家
ノ
乾
ノ
角
二
安
置
シ
ケ
リ
、
而
不
慮
ノ
外
二
物
出
来
テ
、
人
モ
物

ヲ
借
シ
賜
ナ
ト
シ
テ
心
安
ク
成
ケ
レ
ハ
、
宇
伽
神
ナ
リ
ト
テ
仏
供
ヲ
貴
敬

シ
ケ
リ
、

宇
伽
神
を
家
に
安
置
し
た
お
か
げ
で
富
裕
に
な
っ
た
家
に
つ
い
て
記
す
が
、

妻
が
昼
寝
し
て
い
る
間
に
地
が
妻
の
上
に
乗
っ
て
い
る
の
を
見
た
男
が
、
太
刀

を
抜
い
て
地
を
追
い
払
っ
た
と
こ
ろ
、
「其
後
ヨ
リ
又
ス
カ
ス
カ
ト
貧
窮
二
成

ケ
リ
」
と
い
う
よ
う
に
、
も
と
の
貧
乏
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

も
弁
才
天
＝
宇
伽
神
が
福
徳
の
神
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
天
川

（紀
州
）
・
厳
島

（安
芸
）
・
竹
生
島

（江
州
）
ｏ
江
島

（相

州
）

・
箕
面

（摂
津
）

・
背
振
山

（肥
州
）
が
六
所
弁
才
天
と
さ
れ
て
信
仰
を

集
め
て
い
く
が
、
八
臀
の
弁
才
天
は
主
と
し
て
財
徳
神
と
し
て
の
展
開
を
見
せ

る

一
方
、
二
臀
の
弁
才
天
は
音
楽
神
と
み
な
さ
れ
て
、
音
楽
を
行
な
う
人
々
の

間
で
守
護
神
と
さ
れ
て
い
っ
た
。
『渓
嵐
拾
葉
集
』
巻
三
十
六
「弁
財
天
法
秘
決
」

に
は
、尋
云
、
法
花
ノ
中
説
二
弁
才
天
一耶
、

答
、　
一
義
云
、
弁
才
天
者
又
名
二妙
音
天
ゝ
若
レ爾
者
妙
音
菩
薩
是
也
、

又
一
義
云
、
美
音
乾
聞
婆
王
是
也
、
其
故
大
日
経
疏
釈
二妙
音
天
相
ゝ

妙
音
者
乾
聞
婆
類
也
、
乾
聞
婆
者
楽
人
也
、
妙
音
天
又
楽
人
也
、
傷
可
”

〈
ロレ
・Ｚ
油
菫
ム
一ム
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
）

と
い
う
よ
う
に
、
弁
才
天
は
妙
音
天
と
も
妙
音
菩
薩
と
も
い
い
、
乾
聞
婆
の
類

で
あ
る
と
い
う
。
乾
聞
婆
と
は
、
歌
神
の
緊
那
羅
と
と
も
に
天
竜
八
部
衆
の
一

つ
に
か
ぞ
え
ら
れ
、
興
福
寺
な
ど
に
作
例
が
残
っ
て
い
る
が
、
仏
徒
以
外
に
は

そ
れ
ほ
ど
広
が
り
は
見
せ
て
い
な
い
。

三
、
宿
神
と
し
て
の
弁
才
天

『普
通
唱
導
集
』
雑
修
善
に
は
弁
才
天
の
功
徳
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
載

せ
て
い
る
。

惣
徳
如
レ
常
、
別
功
徳
者

一
切
才
芸
尤
巧
、
無
量
財
宝
亦
妙
、
以
一一く
字
・

為
二
種
子
Ｌ
く
字
諦
不
”
可
レ
得
字
也
、
諦
者
審
レ
実
不
レ
虚
之
義
、
傷

一

切
芸
能
尤
明
尤
鮮
、
諸
事
作
斉
同
満
、
日
、
足
三
或
具
一一八
辟
一今
是
指
二

琵
琶
一

此
琵
琶
者
能
調
二
呂
律
之
声
一、
専
掌
二
陰
陽
之
気
一、
四
絃

一
声

誠
是
表
一一四
海

一
天
之
安
全
Ｌ

千
調
万
撫
、
亦
復
為
二
千
秋
万
歳
之
福

虫ｆ
者
也
、
凡
販
功
徳
得
不
レ
可
レ称
実
、

す
な
わ
ち
、
弁
才
天
は
芸
を
上
達
さ
せ
る
こ
と
と
財
を
蓄
え
る
点
に
関
し
て

特
に
功
徳
が
あ
り
、
弁
才
天
の
持
つ
琵
琶
は
千
秋
万
歳
の
福
貴
を
寿
ぐ
も
の
で

あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
琵
琶
法
師
と
祝
言
を
唱
え
る
門
付
芸
と
の
関
連
を
う
か

が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

「琵
琶
法
師
」
と
い
う
語
は
見
ら
れ
な
い

が
、
琵
琶
が

「為
二
千
秋
万
歳
之
福
貴
一者
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

遍
歴
す
る
琵
琶
法
師
の
姿
を
浮
か
べ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
琵
琶
法
師
は
蝉
丸
を

祖
神
と
し
て
い
た
が
、
鎌
倉
中
期
に
は
守
護
神
と
し
て
の
弁
才
天
＝
妙
音
天
を

付
け
加
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
二
臀
の
弁
才
天
が
琵
琶
を
持
物

と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
琵
琶
法
師
が

「祖
神
の
理
論
化
」
を
は
か
り
、
自

ら
の
地
位
の
向
上
を
は
か
っ
て
い
く
段
階
に
お
い
て
、
仏
典
の
中
に
典
拠
を
探

し
求
め
て
い
っ
た
と
ぎ
、
最
も
似
つ
か
わ
し
い
も
の
と
し
て
弁
才
天
が
選
ば
れ

た
に
違
い
な
い
。

ま
た
、
三
味
線
を
た
ず
さ
え
て
諸
国
を
遍
歴
す
る
書
女
も
、
妙
音
講
を
催
し
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て
弁
才
天
を
供
養
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
佐
久
間
惇

一

氏
の
引
用
す
る

『蓄
女
式
目
』
に
は
、
書
女
の
守
護
神
と
し
て
妙
音
菩
薩

・
弁

財
天

・
下
加
茂
大
明
神
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
琵
琶
法
師
か
ら
の
影

響
が
う
か
が
わ
れ
る
。

兵
藤
裕
己
氏
は
琵
琶
法
師
の
弁
才
天
信
仰
が
鎌
倉
時
代
ま
で
遡
る
こ
と
が
で

き
る
と
し
て
、
そ
の
傍
証
と
し
て

『
一
遍
上
人
絵
伝
』
の
江
ノ
島
の
対
岸
の
片

瀬
浜
に
登
場
す
る
琵
琶
法
師
を
あ
げ
て
い
る
。
兵
藤
氏
は
、
江
ノ
島
に
は
竜
蛇

を
鎮
め
、
自
ら
も
竜
蛇
で
あ
る
弁
才
天
が
祀
ら
れ
、
琵
琶
法
師
が
そ
の
荒
ぶ
る

モ
ノ

（竜
蛇
）
を
ま
つ
り
鎮
め
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
場
面
に
描
か
れ
る
の
が
似
つ
か
わ
し
い
と
し
て
、
琵
琶
法
師
が

『江
島
縁
起
』

を
語
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。
兵
藤
氏
の
一
貫
し
た

「鎮
魂
と
し
て

の
琵
琶
法
師
の
物
語
」
と
い
う
説
に
は
魅
力
を
感
じ
る
が
、
ど

遍
上
人
絵
伝
』

の
片
瀬
浜
に
登
場
す
る
琵
琶
法
師
を
そ
の
よ
う
な
存
在
と
と
ら
え
て
よ
い
の
だ

ろ
う
か
。

『
一
遍
上
人
絵
伝
』
で
は
他
に
琵
琶
法
師
が
登
場
す
る
場
面
と
し
て
は
、
巻

一
で
は

一
遍
が
善
光
寺
本
堂
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
場
面
で
、
善
光
寺
の
裏
で

琵
琶
法
師
が

一
人
の
童
子
を
携
え
て
歩
い
て
お
り
、
そ
の
異
形
性
か
ら
か
大
に

吠
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
巻
六
で
は
、
片
瀬
の
浜
に

踊
り
屋
が
つ
く
ら
れ
て
時
衆
に
よ
る
踊
り
念
仏
が
行
な
わ
れ
、
見
物
人
が
多
数

取
り
巻
く
外
側
に
琵
琶
法
師
が

一
人
の
童
子
を
携
え
、
そ
の
に
ぎ
や
か
さ
に
驚

い
て
い
る
様
子
で
あ
る
。

天
暦
二
年
（九
四
八
）
に
文
章
博
士
と
な
っ
た
橘
直
幹
の
逸
話
を
、
『十
訓
抄
』

を
も
と
に
鎌
倉
後
期
に
描
か
れ
た
と
さ
れ
る

『直
幹
申
文
絵
詞
』
で
は
、
琵
琶

法
師
が
鳥
居
の
下
に
筵
を
敷
い
て
座
っ
て
琵
琶
を
弾
い
て
い
る
。
ま
た
、
鎌
倉

時
代
後
期
に
描
か
れ
た

『法
然
上
人
絵
伝
』
の
第
十
七
巻
で
、
建
保
二
年

（
一

二

一
四
）
正
月
、
法
然
の
三
回
忌
の
追
善
供
養
の
た
め
真
如
堂
で
聖
覚
法
印
が

説
法
を
し
て
い
る
場
面
で
、
聴
衆
に
交
じ
っ
て
琵
琶
法
師
も
縁
で
そ
れ
を
聴
い

て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
絵
巻
物
に
お
い
て
琵
琶
法
師
が
描
か
れ
て
い
る
場
面
は
、

し
ば
し
ば
宗
教
施
設
や
宗
教
行
事
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
、

琵
琶
法
師
が
寺
社
の
境
内
で
平
家
を
語
る
こ
と
が
よ
く
あ

っ
た
こ
と
と
関
連
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
琵
琶
法
師
が
登
場
す
る
の
は
非
日
常
的
な
場
所
や
時
間
、

さ
ら
に
言
え
ば
境
界
的
要
素
を
含
む
場
面
で
あ
り
、
絵
巻
物
を
描
く
場
合
も
そ

こ
に
ふ
さ
わ
し
い
存
在
と
し
て
琵
琶
法
師
を
書
き
加
え
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
片
瀬
に
見
ら
れ
る
琵
琶
法
師
を
、
他
の
場
面
に
見
ら
れ
る
琵
琶
法
師
か
ら

切
り
離
し
て
弁
才
天
と
結
び
つ
け
る
の
は
や
や
強
引
で
あ
る
。
し
か
し
、
琵
琶

法
師
が
弁
才
天
＝
妙
音
天
を
守
護
神
と
し
て
崇
め
て
い
た
こ
と
に
は
か
わ
り
は

な
い
。
さ
ら
に
室
町
時
代
に
な
る
と
、
公
家
の
間
で
琵
琶
を
弾
く
と
き
、
妙
音
天
の

像
を
掲
げ
て
守
護
神
と
し
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
が
山
科
家
と
伏
見
宮

家
と
に
伝
わ
っ
た
妙
音
天
で
あ
る
が
、
以
下
、
荻

以
下
、
荻
野
三
七
彦
氏
の
考
証
に
導
か

れ
な
が
ら
論
を
進
め
て
い
き
た
『
。

山
科
家
は
藤
原
氏
北
家
四
条
家
の
庶
流
で
あ
る
が
、
室
町
時
代
の
教
言
に
よ

る

『教
言
卿
記
』
を
は
じ
め
と
し
て
、
山
科
家
記
録
の
中
に
は
芸
能
に
関
す
る

記
事
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

『教
言
卿
記
』
応
永
十
二
年

（
一
四
〇
五
）
六
月
十
七
日
条
に
は
、
琵
琶
の

家
の
藤
原
孝
道
の
子
孫
の
孝
継
が
訪
ね
て
き
て
、
教
言
と
楽
物
語
を
し
た
が
、

西
園
寺
の
木
像
で
蓮
葉
の
上
に
の
る
妙
音
天
は
尾
張
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

孝
継
翻
綽
珠
之
間
、
楽
物
語
、
与
■

蓋
一
（
也
ド
「
西
園
寺
ノ
妙
音
天
事
、

上
古
妙
音
院
之
時
、
尾
張
国
ヨ
リ
干
時
彼
孝
道
朝
臣
負
二
申
之
一奉
レ
入

云
々
、
木
像
蓮
葉
ノ
上
座
御
云
々
、
珍
重
々
々
、
奇
特
々
々
、

そ
し
て
、
応
永
十
三
年
九
月
十
九
日
は
妙
音
天
の
縁
日
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽

が
催
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
（
山
科
）
　

　

（
豊
原
）
　

　

　

　

　

（
安
倍

）

妙
請
峡
御
講
鯛
重
日
、
多
夢

楽

一
座
張
行
、姿
撮
豊

・
幸
秋
、
纂
集
季
英
、

笛
教
高

・
景
親
、
琵
琶
孝
継
朝
臣
、
大
鼓
為
秋
、

盤
渉
調
、
宗
明
楽

ｏ
万
秋
楽
序

・
同
破

・
蘇
合
三
帖

・
同
急

・
輪
台
青
海

波

・
千
秋
楽
、

妙
音
天
を
前
に
し
て
笙

・
宰
集

・
笛

・
琵
琶

・
太
鼓
が
奏
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
わ
か
る
と
お
り
、
妙
音
天
は
琵
琶
を
奏
す
る
と
き
に
祀
ら
れ
る
だ
け
で
な
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く
、
音
曲
全
般
に
わ
た

っ
て
の
守
護
神
と
み
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
妙
音

天
の
縁
日
は
応
永
十
四
年
五
月
十
九
日
に
も
行
な
わ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は

「楽

張
行
、
今
日
ハ
殊
更
妙
音
天
縁
日
之
間
、
且
幸
秋
所
持
本
尊
、
後
光
厳
院
震
筆

借
渡
懸
レ
之
」
と
い
う
よ
う
に
、
笙
の
家
で
あ
る
豊
原
幸
秋
の
所
持
す
る
後
光

厳
院
震
筆
讃
の
妙
音
天
像
が
本
尊
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

山
科
家
で
は
、
妙
音
天
を
他
家
か
ら
借
り
て
楽
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
は
家

の
権
威
に
も
関
わ
る
と
い
う
こ
と
で
、
西
園
寺
妙
音
堂
の
妙
音
天
を
書
写
し
て

自
家
に
安
置
す
る
こ
と
に
な
る
。

応
永
十
四
年
六
月
六
日
条
に
は
、
「妙
音
天
本
尊
事
、
土
左
将
監
行
広
二申
付
、

絹
如
本
二
尺
六
寸
遣
レ
之
、
功
程
ハ
〓
一十
疋
云
々
」
と
い
う
よ
う
に
、
絵
所
預

土
佐
行
広
に
命
じ
て
絹
本
の
妙
音
天
像
を
描
か
せ
て
い
る
。
そ
れ
は
六
月
十
九

日
に
は
完
成
す
る
が
、
「是
本

ハ
西
園
寺
ヲ
写
止
、
孝
継
所
持
本
也
」
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
九
月
二
日
条
に

「孝
継
朝
臣
来
、
妙
音
天
拝
見
、
殊
勝
之
由
、

計
黙
尊
絵

ハ
西
園
寺
妙
音
堂
秘
本
也
、
而

今

川

入
道
写
二
置
之
Ｌ

其

ヲ
故

孝
重
三
位
写
弦
本
ヲ
、
孝
継
朝
臣
出
之
間
、
絵
所
土
左
将
監
行
広
写
一一書
之
Ｌ

可
二
秘
蔵
一者
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
西
園
寺
↓
今
出
川
入
道
↓
藤
原
孝
重
↓

孝
継
と
転
写
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
山
科
家
で
つ
く
ら
れ
た
妙

音
天
像
は
後
小
松
天
皇
震
筆
の
讃
を
い
た
だ
き
、
法
楽
の
際
に
掛
け
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

山
科
家
で
は
代
々
妙
音
天
像
が
受
け
継
が
れ
て
法
楽
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
、
ｆ
口国
卿
記
』
な
ど
か
ら
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ど
口国
卿
記
』
文

製

ｙ

目 一融

彙

一 一・ 一軒

鈍

辞

顎

斗 妙
壊

η
醐

魏

課

短

事
也
、
祈
祷
シ
ヤ
ウ
シ
ユ
ノ
ス
カ
タ
欺
、
今
日
結
願
ナ
リ
」
と
い
う
よ
う
に
、

妙
音
天
が
ム
カ
デ
の
姿
で
登
場
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
点
で
あ
る
。
ま
た
、

山
科
言
国
自
身
、
真
如
堂
の
弁
才
天
に
し
ば
し
ば
参
詣
し
て
芸
の
向
上
を
願
っ

て
い
る
。

そ
の
他
、
妙
音
天
像
は
、
『教
言
卿
記
』
応
永
十
四
年
九
月
三
日
条
か
ら
花

山
院
家
に
、
九
月
廿
二
日
条
か
ら
鶏
が
頂
上
に
あ
る
も
の
が
正
親
町
三
条
公
雅

邸
に
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
妙
音
天
を
前
に
し
て
は
、
礼
拝
し
て
般
若
心
経

を
読
み
上
げ
、
楽
が
奏
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
和
歌
の
柿
本
人
麻
呂
影
供

と
似
た
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
応
永
十
四
年
九
月
二
十

一
日
条

に
は
、
「妙
音
講
式
」
が
行
な
わ
れ
た
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
ま
た
仏
教
的
儀
礼

が
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

さ
き
ほ
ど
、
妙
音
天
は
音
曲
全
般
に
わ
た
っ
て
の
守
護
神
と
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
を
述
べ
た
が
、
そ
れ
に
と
も
な
い
、
妙
音
天
の
図
像
も
琵
琶
を
持
つ
も
の

だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
器
を
持
つ
も
の
が
作
ら
れ
て
い
る
。
『言
国
卿
記
』

文
明
十
三
年
三
月
十
五
日
条
は
、
虫
食
い
が
多
く
て
全
文
の
意
味
が
と
り
に
く

い
が
、
月
――
日
　
　
　
　
――
ロ
カ
ン
ト
ク
ノ
妙
音
天
持
来
見
也
、
近
比
見

目
目
――

　
　
――
―‐
□
等
笙
ヲ
ハ
シ
メ
テ
管
絃
ヲ
ロ
ロ

ヲ
ロ
書
也
、
メ
ツ
ラ

目
目
目
目
□
不
思
儀
ナ
ル
カ
ン
ト
ク
也
」
と
い
う
よ
う
に
、
笙
を
は
じ
め
と
し

て
管
楽
器

・
弦
楽
器
を
持
物
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
『看
聞
日
記
』
応
永
二
十
六
年
七
月
二
十
六
日
条
に
は
、
「抑
去
廿
日

仙
洞
有
二
御
楽
ヽ

妙
音
天
被
レ奉
二
新
写
孫
糠
葬
亀
、
為
二
御
法
楽
一有
二
秘
曲
■

と
あ
り
、
仙
洞
御
所
で
の
御
楽
の
た
め
に
新
し
く
描
か
れ
た
妙
音
天
像
は
筆
を

弾
く
絵
像
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
需
要
に
応
じ
て
妙
音
天
は
そ
の
持
物
を

変
え
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
妙
音
天
に
限
ら
ず
、
仏
像

一
般
に
言

え
る
こ
と
で
あ
る
。

妙
音
天
は
ま
た
、
伏
見
宮
で
も
持
仏
堂
の
本
尊
と
し
て
重
視
さ
れ
、
音
曲
を

奏
す
る
と
き
に
は
本
尊
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。
伏
見
宮
家
は
崇
光
天
皇
の
第

一

皇
子
栄
仁
親
王
に
始
ま
る
宮
家
で
あ
る
が
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の

『伏
見
宮

記
録
文
書
』
に
は
妙
音
天
に
関
す
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。
「御
本
尊
妙
音
天

像
事
大
通
院
御
記
御
自
ご

と
包
紙
に
あ
る
栄
仁
親
王
自
筆
の
記
録
に
は
、
妙
音

天
が
紛
失
し
た
と
き
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
最
初
の
部
分
で
は
、

伏
見
官
家
の
妙
音
天
像
は
西
園
寺
の
も
の
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。

本
尊
妙
音
天
紛
失
間
事
愚
記

妙
音
天
画
像

一
幅
駿
神
議
謬
挫
姉
薩
４
是
則
西
園
寺
第
二
伝
之
尊
像
也
云
々
、

妙
音
院
太
相
国
弾
二
琵
琶
一之
時
被
矢
∫
妙
曲
一之
見
二
千
裏
書
一実
、
ホ
来

誰
人
所
伝
哉
未
レ
知
二
来
歴
一者
也
、
崇
光
院
御
時
或
者
商
一一買
之
一、
傷
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被
二
召
留
一新
被
レ
加
レ
表
補
詑
、

（中
略
）

応
永
八
年
七
月
四
日
、
此
本
尊
日
来
入
レ
函
奉
レ
安
二
置
持
仏
堂
一、
依
レ

為
二
炎
暑
時
分
ゝ

為
二
贔
払
一欲
レ
奉
レ
出
之
処
、
忽
求
失
、
乍
レ
驚
方
々

雖
レ
令
二
捜
索
一不
レ
得
レ
之
、
為
二
盗
人
失
却
一之
条
勿
論
也
、
御
所
中
之
輩

可
レ
致
二
厳
密
糾
明
之
沙
汰
一之
由
存
レ
之
、
愛
承
仕
後
馴
立
二
嫌
疑
之
子

細
一欺
、
彼
者
今
朝
出
京
云
々
、
然
而
真
偽
未
レ
決
、
暗
然
之
外
無
レ
他
、

抑
今
夜
丑
終
剋
、
伏
見
仙
宮
払
レ
地
焼
亡
、
数
字
仏
閣
及
持
仏
堂
本
尊
以

下
悉
以
成
二
灰
儘
一畢
、
愁
歎
之
至
何
事
如
レ
之
哉
、
但
彼
本
尊
免
二
此
災

狭
一、
冥
慮
定
有
二
子
細
一欺
ハ

妙
音
天
は
本
尊
と
し
て
持
仏
堂
に
安
置
し
て
あ
っ
た
が
、
応
永
八
年
七
月
四

日
に
虫
払
を
し
よ
う
と
し
て
出
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
盗
ま
れ
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
そ
の
夜
、
伏
見
宮
は
火
事
に
あ
い
、
持
仏
堂
も
焼
け
て
し
ま
っ
た
。
妙
音

天
は
お
か
げ
で
消
失
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
が
ヽ
そ
れ
は
神
慮
と
い
う

他
は
な
い
。
後
に
妙
音
天
は
見
つ
か
り
、
元
の
よ
う
に
安
置
さ
れ
る
の
で
あ
っ

た
。芸
道
の
家
に
と
っ
て
は
、
そ
の
守
護
神
の
存
在
は
家
の
存
続
に
関
わ
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
『看
聞
日
記
』
応
永
二
十
八
年

（
一
四
二

一
）
二
月
三
日
条
に
は
、

音
曲
を
技
と
し
て
い
る
源
信
俊
の
子
孫
で
あ
り
、
養
子
に
行
っ
た
綾
小
路
少
将

資
興
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
、
技
を
伝
授
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
「道
神
」
の
加
護
が
あ
る
の
で
家
業
の
断
絶
は
あ
る
は
ず
が
な
い

と
記
さ
れ
て
い
る
。

源
宰
相
家
業
無
二
相
続
之
人
体
一、
相
公
己
及
■
ハ
十
余
一之
間
、
縦
猶
子

雖
二
出
来
一、
音
曲
相
続
不
レ
定
事
也
、
郭
曲
可
二
断
絶
一欺
、
為
レ朝
為
レ家

驚
歎
無
レ極
、
但
道
神
有
二
加
護
一者
不
レ
可
二
断
絶
一欺
、

「道
神
」
と
は
具
体
的
に
何
を
さ
す
の
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
家
業
の
守
護

神
あ
る
い
は
守
護
仏
は
家
の
存
続
の
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
ま
た
、
『看
聞
日
記
』
応
永
二
十
四
年

（
一
四

一
七
）
四
月
十
九
日
条
に
、
「平

調
曲
七
、
妙
音
天
奉
二法
楽
Ｌ

長
資
朝
臣
吹
レ笙
」
と
見
え
る
の
を
始
め
、
音

楽
が
奏
で
ら
れ
る
際
は
妙
音
天
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
人
麻
呂
影
供
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
妙
音
天
が
音
楽
の
守
護
神
と
み

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
は
、
妙
音
天
が
柿
本
人
麻
呂
と
習
合
し
て
い
る
こ
と

を
示
す
記
事
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
中
世
の
古
今
和
歌
集
の
注
釈
書
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
興
味
深
い
解
釈
を
載
せ
て
い
る
が
、
永
仁
五
年

（
一
二
九
七
）
三
月
十

五
日
の
奥
書
の
あ
る

『古
今
集
註
』
に
は
、
柿
本
人
麻
呂
が
妙
音
天
の
化
身
で

あ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

口
伝
云
、
妙
音
菩
薩
化
身
也
、
赤
人
は
勢
至
菩
薩
化
身
也
、
勢
至
菩

提

は
我
朝
所
応
ま
し
ま
す
故
二
化
二
身
孝
赤
人
一出
生
の
所
を
も
い
は
す
、
命

終
の
所
を
も
い
は
さ
る
也
と
云
々
、
人
丸
儀
軌
二
云
、
欲
三ノ、得
卦
歌
道
一枕
ノ

辺
二
懸
ン
我
ヵ
影
↓
毎
日
卯
時
こ
と
に
汲
詳
卯
方
水
↓
備
考
供
具
三

ほ
の
ほ

の
と
云
歌
三
反
唱

へ
て
南
無
妙
音
菩
薩
と
百
反
唱

へ
は
、
遠
く
は
三
年
、

近
く
は
三
月
か
中
に
其
証
理
を
あ
ら
は
す

へ
し
と
云
々
、
六
条
修
理
大
夫

顕
季
、
此
人
丸
を
か

ゝ
れ
け
る
に
本
地
の
妙
音
菩
薩
と
垂
逃
の
人
丸
と
を

一
舗
二書
奉
り
給
ひ
け
る
か
、
妙
音
を
は
座
席
を
高
く
人
丸
を
は
座
席
を

ひ
き
く
、
絵
師
し
て
書
て
供
養
せ
ん
と
せ
し
時
、
俄
に
辻
風
吹
来
て
い
つ

ち
と
も
な
く
吹
行
、

こ
こ
で
は
、
顕
季
が
人
麻
呂
影
供
の
と
き
に
妙
音
菩
薩
と
そ
の
垂
逃
で
あ
る

柿
本
人
麻
呂
と
を

一
枚
の
画
像
に
描
い
た
と
し
て
い
る
。
人
麻
呂
を
妙
音
天
と

結
び
つ
け
て
理
論
化
し
て
い
く
の
は
、
鎌
倉
中
期
に
な

っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ

ろ
つヽ
。
同
じ
く
歌
論
書
で
あ
り
、
藤
原
定
家
に
仮
託
さ
れ
、
実
際
は
鎌
倉
後
期
に
記

さ
れ
た
と
さ
れ
る

『三
五
記
鷺
末
』
に
は
、
「此
人

（柿
本
人
麻
呂
）
は
妙
音

菩
薩
の
化
現
と
や
ら
ん
ぞ
申
た
る
」
と
あ
り
、
ど
ち
ら
も
妙
音
菩
薩
の
垂
透
が

柿
本
人
麻
呂
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
妙
音
天
が
音
曲
の

守
護
神
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
拡
大
解
釈
さ
れ
、
芸
道
の
守
護
神
と
み
な
さ
れ

る
ほ
ど
に
信
仰
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
『堕
尻
』
巻
之
四
十
七
に
は
、
「柿
本
人
麻
呂
は
平
城
天
皇
の
御
時

夢
の
告
け
に
よ
つ
て
、
大
同
二
年
七
月
十
三
日
入
丸
の
霊
を
近
江
国
竹
生
島
に
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崇
む
と
云
々
、
延
喜
二
年
七
月
十
八
日
に
人
丸
の
霊
を
代
々
大
内
竹
の
つ
ほ
に

崇
む
、
今
の
御
影
の
祠
こ
れ
な
り
と
云
々
」
と
い
う
よ
う
に
、
柿
本
人
麻
呂
が

竹
生
島
に
祀
ら
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
柿
本
人
麻
呂
が
妙
音
天
＝

弁
才
天
と
同
体
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
弁
才
天
は
、
琵
琶
を
奏
す
る
人
々
に
と

っ
て
の
守
護
神
と
い
う

役
割
か
ら
、
広
く
音
楽
の
守
護
神
、
さ
ら
に
は
芸
道
の
守
護
神
に
ま
で
拡
大
解

釈
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
、
図
像
も
変
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

終
わ
り
に

以
上
、
弁
才
天
の
経
典
に
見
ら
れ
る
あ
り
方
を
考
察
し
た
上
で
、
中
世
以
降

い
か
に
し
て
そ
れ
が
琵
琶
法
師
や
音
楽
を
事
と
す
る
家
に
取
入
れ
ら
れ
て
い
っ

た
の
か
に
つ
い
て
み
て
い
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、
鎌
倉
期
に
お
け
る
祖
神

の
形
成
と
理
論
化
と
い
う
重
要
な
問
題
が
潜
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

弁
才
天
自
体
の
問
題
と
し
て
は
、
そ
れ
が
日
本
に
ど
の
よ
う
に
分
布
し
、
い

つ
誰
に
よ
っ
て
祀
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
祭
祀
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
探
る
こ

と
は
、
文
化
の
地
方
展
開
の
問
題
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
権
力
の
確
立
の

問
題
に
関
し
て
も
重
要
な
視
点
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
弁
才
天
研
究
が
主
に
美
術
史
の
面
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と

に
も
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
弁
才
天
を
宿
神
と
い
う
面
か
ら
考
え
た
場
合
、
日
本
人
の
神
観
念
を

考
察
す
る
上
で
、
重
要
な
が
ら
欠
如
し
て
い
る
、
諸
職
に
お
け
る
祖
神
形
成
と

い
う
点
に
関
し
て
、
こ
の
拙
稿
が
そ
の
解
明
に
向
け
て
の
さ
さ
や
か
な
手
が
か

り
と
な
れ
ば
望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

註

（
１
）
根
立
研
介

『日
本
の
美
術
』
第
三
一
七
号
　
吉
祥

・
弁
才
天
像

（至
文
堂
、

一
九
九
二
年
）
に
弁
才
天
に
つ
い
て
適
格
に
ま
と
め
て
あ
り
、
小
稿
も
こ

の
論
著
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

（
２
）
立
川
武
蔵

・
石
黒
淳

・
菱
田
邦
男

・
島
岩

『
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
神
々
』
、
せ
り

か
書
房
、　
一
九
八
〇
年
。

（
３
）
『大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
十
六
巻
経
集
部
三
。

（
４
）
『大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
三
十
九
巻
経
疏
部
。

（
５
）
『大
日
本
仏
教
全
書
』
纂
集
部
二
。
天
文
元
年

（
一
五
三
二
）
成
立
。

（
６
）
『日
本
随
筆
大
成
』
第
三
期
九
巻
。

（
７
）
『大
日
本
仏
教
全
書
』
第
九
十
四
巻
纂
集
部
三
。

（
８
）
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
。
明
治
十

一
年
京
都
市
木
屋
町
二
条
貝
葉
書

院
蔵
版
。
『仏
説
最
勝
護
国
宇
賀
耶
頓
得
如
意
宝
珠
陀
羅
尼
経
』
『仏
説
宇

賀
神
王
福
徳
円
満
陀
羅
尼
経
』
『大
弁
才
天
女
秘
密
陀
羅
尼
経
』
を
載
せ
る
。

同
図
書
館
に
は
ま
た
、
貞
享
三
年

（
一
六
八
六
）
上
野
州
黒
瀧
嗣
祖
沙
門

潮
音
選
述
の

『弁
財
大
三
経
署
疏
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
弁
才
天
経
の

中
で
も
こ
の
三
経
が
流
布
し
て
い
た
ら
し
い
。

（
９
）
『大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
七
十
六
巻
続
諸
宗
部
七
。

（
１０
）
「妙
音
菩
薩
」
の
例
は
、
『妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
七
に
、
「妙
音
菩
薩
、
於
二

万
三
千
歳
一、
似
二
十
万
種
伎
楽
一

供
二
養
雲
雷
音
王
仏
一、
井
奉
二
上
八

万
四
千
七
宝
鉢
こ

と
あ
る
。

（
１１
）
蝉
丸
を
祖
神
と
し
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「蝉
丸
説
話
の
形

成
」
官
日
本
文
化
研
究
』
五
、
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程
日
本
文
化

研
究
学
際
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
、　
一
九
九
四
年
二
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
・２
）
佐
久
間
惇

一

「書
女
の
伝
承
文
芸
」
『講
座
日
本
の
民
俗
宗
教
』
七
い

弘
文
堂
、　
一
九
七
九
年
。

（
・３
）
コ
平
家
物
語
』
に
お
け
る
芸
能
神
―

建
礼
門
院
物
語

。
試
論
―
」
『国

文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
五
三
巻
九
号
、　
一
九
八
八
年
九
月
。

（
‐４
）
「物
語
―

触
械
と
浄
化
の
回
路
―
」
『物
語

・
差
別

・
天
皇
制
』
、
五

月
社
、　
一
九
八
五
年
。

（
・５
）
「西
園
寺
の
妙
音
天
像
」
『古
文
書
研
究
』
十
七

ｏ
十
八
、　
一
九
八

一
年

十
二
月
。

（
・６
）
応
永
十
六
年
五
月
十
九
日
条
に
も
妙
音
天
縁
日
の
記
事
が
見
ら
れ
る
。
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そ
の
と
き
に
は
新
調
の
本
尊
が
懸
け
ら
れ
て
い
る
。

（
‐７
）
『史
料
纂
集
』
の

『教
言
卿
記
』
第
二
で
は
、
今
川
入
道
を

「貞
世
○

了
俊
」
と
し
て
い
る
が
、
萩
野
氏
の
書
か
れ
る
と
お
り
、
今
出
川
入
道

と
す
る
の
が
正
ｔ
い
。
な
お

『大
日
本
史
料
』
で
も
今
川
貞
世
と
し
て

い
る
。

（
‐８
）
『教
言
卿
記
』
に
は

「
三
条
公
雅
相
公
妙
音
天
ト
テ
求
出
送
給
、
鶏
頂

上
事
不
審
之
間
、
眈
沙
門
堂
喬
霊
、
此
本
尊
遣
レ
之
、
以
二
教
有
少
将
・

相
尋
之
処
、
金
曜
星
之
由
有
二
意
見
ヽ

首
二
載
レ
鶏
、
持
二
琵
琶
ゝ

金

曜
星
勿
論
云
々
、
妙
音
天
形
像
六
臀
八
臀
等
云
々
、種
々
雖
レ有
二
異
説
一、

載
レ
鶏
形
像
曽
無
レ
之
云
々
、
所
詮
此
像
月
輪
中
書
レ之
、
金
曜
星
無
レ
疑

欺
」
と
あ
り
、
鶏
が
頂
上
に
あ
る
像
を
金
曜
星
像
と
み
な
し
て
い
る
。

『梵
天
火
羅
九
曜
』
篤
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
二
十

一
巻
密
教
部
四
）

に
は
、
金
曜
星
の
像
を
載
せ
、
そ
れ
は

『教
言
卿
記
』
の
説
明
と

一
致

す
る
と
と
も
に
、
「形
如
二女
人
一、
頭
載
二
首
冠
一、
自
練
衣
引
レ
絃
、
与

人
為
レ
患
、
国
王
常
以
二
仲
秋
之
月
一用
二
生
銭
一祭
レ
之
、
行
年
至
二
此
星
一、

宜
下
著
二
白
衣
一酷
謝
二
本
命
元
神
一作
中
福
田
上
、
大
吉
也
」
と
の
説
明
が

さ
れ
て
い
る
。
琵
琶
を
持
つ
女
性
像
と
い
う
こ
と
か
ら
、
弁
才
天
と
金

曜
星
と
は
混
同
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
・９
）
京
都
大
学
国
語
国
文
学
資
料
叢
書
四
十
八
。
藤
原
定
家
の
孫
為
相
に
よ

る
も
の
。
仏
教
教
理
に
基
づ
い
た
説
明
が
顕
著
で
あ
り
、
説
話
に
よ
る

説
明
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

（
２０
）
『続
群
書
類
従
』
第
十
六
輯
和
歌
部
。

〔付
記
〕
本
稿
脱
稿
後
に
塩
澤
寛
樹

「弁
天
五
部
経
と
弁
才
天
―
江
島
に
お
け

る
事
例
か
ら
考
え
て
―
」
篤
藤
沢
市
史
研
究
』
二
十
七
、　
一
九
九
四

年
三
月
）
を
得
た
。
弁
天
五
部
経
の
考
察
に
つ
い
て
重
な
る
部
分
も

あ
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
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